
 新型コロナウイルス感染症について   
  連日県から発表されています通り、福井県全域で、現在新型コロナウイルスの感染拡大が深刻な状況です。オミク

ロン株の感染拡大スピードの速さに圧倒されている状態です。中でも学校関係での感染が多く、心配されている保

護者様も多くいらっしゃるのではないでしょうか｡白山小学校では、登校時の児童玄関での検温、カードを使用しての

健康状態チェックを９月以来ずっと継続しています｡チェックカードは、児童玄関で回収していますので、子供達がカ

ードをすぐに取り出せるように、大判サイズ→斜めがけできる中判サイズ→ポケットに入るカードサイズと校内で相談

し、次々バージョンアップさせています。現在は、雪が降り、傘を持っていても玄関で出しやすいカードサイズです。ジャ

ケットやコートのポケットに入るサイズです。制服のポケットにも入ります。小さなことですが、コロナ禍で毎日様々な感

染症対策に取り組みながら生活しなければならない子供達が、少しでもスムーズに、負担なく対応できるような工夫

をしています。また、保護者の皆様は、新型コロナウイルス感染症拡大初期の頃から、ずっと毎朝の子供達の検温に

協力してくださっています。その保護者の皆様のお力添えに学校としても誠意をもってこたえるために、カードの小さな

バージョンアップを繰り返したり、白山小学校新生活様式を何度も見直したりしています。実は、この校内の新生活様

式も福井県の感染レベルの上下に応じて、その都度変更しています。子供達が学習活動や学校生活をこれまで通り

に滞りなく行うことができるように工夫しながらも、状況に応じた徹底した感染症対策を今後も継続してまいります。 

  ３学期も今後様々な行事があります。「新入生ようこそ（新１年生との交流）」「学校公開（学校保健委員会・なわと

び大会・環境学習発表会）」「卒業証書授与式」等、現在感染症対策を徹底して行事計画を立てています。しかしな

がら、今後の越前市の感染拡大状況によっては、行事の規模の縮小、人数制限、感染症対策の強化等、次の一手を

打たなければならない状況も考えられます。行事の開催に関して変更等がございましたら、迅速に保護者の皆様に

お伝えしてまいりたいと思います。ご理解のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

  最後になりますが、白山小学校では、子供達に、感染された方、濃厚接触者になられた方への差別や偏見がない

よう学年に応じた言葉で指導しております。身近に対象となる事例がないため、子供達は、実感として捉えにくいとこ

ろがあります。テレビのニュースや新聞の記事を活用して、具体的に話をすることで、理解を深められるよう指導して

いきたいと考えています。今後も、白山小学校では、この指導は継続してまいります。ご家庭でも、コロナ関連の差別

や偏見は、感染された方や濃厚接触者になられた方の心を大きく傷つけることを今一度お話ししてくださいますよう

心よりお願いいたします。 
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おみそづくりに挑戦！ 

１月２５日（火）３年生が、公民館に行っておみそづくりにチャレンジしました。お天気もよく、公民館に向かう足取り

も軽やかでした｡公民館の調理室では、上野先生と下野先生が、おみその作り方を優しくご指導くださいました。３年

生は５人なので、時間がかかると思っていたのですが、手早く作業し、驚くくらい短時間で仕上がりました。残った時

間で上野先生からは、おみそに関する様々なお話をお聞きしました。また、大豆を

細かくするミンサーを分解して洗うことにも挑戦しました｡ 

おみそができあがるのは、１０月くらいだとお聞きして、「時間がかかるんだ

な。」と感想を述べていた子もいました｡大豆栽培から挑戦した子供達。まさしく

正真正銘MADE IN SHIRAYAMAのおみそです。今流行の発酵食品である

おみそです。上野先生は、大豆食品、発酵食品のよさも教えてくださいました｡右

の写真は、樽の中側の壁についているおみそを取っている作業です。これが残っ

ていると、ここからカビが生えてくるとのことです。子供達は真剣に中側の壁につ

いていたおみそを手袋をした手で拭っていました。 

 

左の写真は、おみその表面を平らにならしているところです。全員

で、代わる代わるおみその表面をならしました。「『おいしくなあれ。』

の気持ちを込めてね。」と上野先生がおっしゃられていたので、みん

な自分の番が来ると、神妙な面持ちでおみその表面をなでていまし

た。きっと心の中で、「おいしくなあれ。」と唱えていたのですね｡１０

月には、みんなの願いが通じて、とてもおいしいおみそになることで

しょう。まるで生き物のようなおみそ。じっくり発酵して、味のよいおみ

そになってほしいと思います。今から楽しみですね。 

 

最後は、上野先生と下野先生にご挨拶です｡貴重なお時間を、３年生のおみそづくりのために使ってくださって、あ

りがとうございました。毎年おみそづくりでお世話になっていますので、ご指導も手慣れていらっしゃいましたし、後始

末等も子供達に手伝わせてくださったので、とても有り難かったです｡昔から日本に伝わる伝統食「おみそ」ですが、

その「おみそ」を白山小学校で栽培した大豆でつくるというのは、なんと贅沢で豊かなことでしょう。３年生の子供達

は、まだ自分達がこの日学習したことが、贅沢で豊かなこととは気づいていないかもしれません。きっと、３年生の子供

達が大人になったとき、今日のことを思い出してその贅沢さを感じてくれることと信じています。 

 

 

  
 

 ↑密を避けて、一人一人が手洗い、消毒を

徹底し、手袋を着用して、感染症対策をし

っかりと施して作業しました。 

 

→上野先生、下野先生、本

当にありがとうございま

した！ 


